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株式会社ジェイアール西日本ホテル開発

この街いちばんの笑顔で寄り添いたい

ブランドコンセプト

上質な旅の基点

特別な時を求めて訪れるお客様に、

この街を心ゆくまで楽しんでいただくために、

私たちにできるすべてを尽くす。

いつも新しい出会いや喜びがここから始まるよ

うに、大人のゆとりに満ちた旅を約束します。

ブランドコンセプト

スマートな旅の基点

自分のスタイルで旅するお客様に、

この上なく心地よい、スマートな滞在を

楽しんでいただく「宿り木」となる。

選び抜いたサービスで自由自在の寛ぎを

提供し、お客様と、私たちの街をつなぎます。

ブランドコンセプト

時を超えて

今なお変わらないものが

ここにある

創業以来、守り受け継がれてきた重厚感のある

木造本館をはじめ、歴史あるハード面を最大限活

用しながら、行き届いたおもてなし、すなわちソフト

面との融合によりお客様に他のホテルにはない上

質な非日常的空間を体験していただき、ご満足

いただきたいと考え、スタッフ全員が一つになって

日々、研鑽しております。

ブランドコンセプト

はじめまして、ポテルです。

「ホテル」じゃなくて

「ポテル」です。

京都に訪れるお客様に、

穏やかな滞在と好奇心を与え、まだ

見ぬ新しい京都へいざなうホテルとし

て誕生しました。
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KES活用による環境改善活動



KES活動(環境への取り組み)の実施
2004年度より環境マネジメントシステムを導入し、翌年KES（ステップ2）の認証を受け、

持続的に環境改善活動に取り組んでいる。
（CO2・廃棄物排出量、エネルギー・洗剤使用量の削減に貢献）

2004年度に環境マネジメントシステムを導入、KES認証を取得環境マネジメン
トシステムの継続実施により、持続的な環境への取り組みを推進。

環境負荷低減への具体的な取り組み（一例）

省エネ

節水

廃棄物削減

OA用紙削減

お客様参加型の取り組み

その他

取り組み

ツール

目的 環境にやさしいホテルを目指して

・・・空調機CO2制御、照明LED化、運用改善 等

・・・節水装置導入、節水型トイレ導入 等

・・・食品ゴミ飼料化、食品ロス削減への取組 等

・・・回覧のペーパーレス化、裏紙利用奨励 等

・・・リネン交換制度（ecoリネンカード） 等

・・・清掃活動への参加、生物多様性保全への貢献 等



デロイトトーマツ社調査結果

KES活動(環境への取り組み)の実施

ＫＥＳとは・・・
環境問題に取り組み始めた企業及び組織が、環境改善活動に対し
比較的容易に実践できる仕組み。

○ISO14001の中核となる本質的な特長を活かして、用語や規格の内容をシンプルにしたもの
○2001年4月に京都で発足
○全国で5,331社が取得※2023年12月末時点
○ステップ1（初級）とステップ2（中級）の2段階
○ステップ2はさらにSR（社会的責任）とEN（エネルギーパフォーマンス向上）に分かれる

Kyoto
＝京都

Environmental Management System
=環境マネジメントシステム

Standard
＝スタンダード
・・・京都議定書の発祥地、京都から発信された

「環境マネジメントシステム」の規格です。

全国ＫＥＳ登録件数 導入効果

認証取得ホテル

総登録件数 5,331件

ステップ1

3,085件

ステップ2

1,972件

学校版

274件

ステップ１（ホテル業界：4件）

京都ブライトンホテル、ザ・リッツ・カールトン大阪、CAFETEL京都三条、京都ユースホステル協会

ステップ2（ホテル業界：2件）

ホテルグランヴィア京都、京阪ホテルズ&リゾーツ



CO2削減の取り組み
JR西日本はグループ全体で環境長期目標「ゼロカーボン2050」を策定しており、2050年に

CO2排出量「実質ゼロ」、2030年度に排出量▲50%削減(2013年度比)を目指すことを目標に
しており、当社においても目標達成に貢献すべく、エネルギー使用抑制の各種取り組みを実施
している。

【館内照明のLED化】 【客室リネン交換制度】

HG京都では館内照明のLED化を計画的に実施 「連泊時のリネン交換を行わない」ことをサービス
の標準とし、お客様より要望があった場合のみ交換
を行うことで、クリーニング時にかかる環境負荷削
減に貢献

（参考）HV京都・HV富山は全てLED照明



京都三大祭のひとつである「葵祭」の装飾に使用され、上賀茂神社内の
「葵の森」に自生しているフタバアオイについて、近年自生数が減少し絶
滅も危惧されていることから、「里親制度」を利用し、社内で育成した一
部を上賀茂神社へ奉納することで、生物多様性の保全に貢献している。

「里親制度」とは・・・自然リスクを分散するため、個人や企業・団体がフタ
バアオイの「育て親」となり、繁殖の手助けをして、育成したフタバアオイの
一部を上賀茂神社に奉納し、固有の生態系と伝統文化の継承を行うこ
とを目的とした制度。

KES活動(環境への取り組み)の実施

【フタバアオイの育成を通じた生物多様性の保全】

当社は2015年5月に初めて上賀茂神社へ奉納して
以降、毎年の奉納を目標に育成に取り組んでおり、
フタバアオイの育成を通じて固有の生態系と伝統文
化の継承・共生について従業員をはじめ、お客様へ
の啓蒙活動を行っている。（株分けされたフタバアオ
イは「ヴィスキオ京都」の中庭にて育成）



・京都駅周辺美しくする会

・梅小路つながるプロジェクト への参画

周辺企業等と連携して、地域清掃活動に参加し、地域美化に
取り組んでいる。

KES活動(環境への取り組み)の実施

【地域清掃活動への参加】



SDGs推進と脱炭素の取り組み



2015年 ９月 国連総会におけるSDGsの採択

2017年 １月 世界経済フォーラム年次総会におけるレポート発表
（SDGs 達成による経済価値、雇用創出）

2017年１１月 経団連が行動憲章を改定しSDGsに取組むことを発表

社会課題解決への貢献

ビジネスの創出

企業イメージの向上

SDGsに対する関心の高まり

2021年10月、当社におけるSDGsプロジェクト
が発足。これを契機とし、従来のKESによる環
境改善活動等に加え、 SDGsの推進による社
会問題の解決（脱炭素を含む）への取組みを
開始する。



ホテル×SDGs

どの項目に取り組むべきか？

事業関連性 コスト ブランド形成

プラスチック削減食品ロス削減 循環型社会構築 その他



食品ロス削減の取組み



フードシェアリングサービス「TABETE」導入による食品ロス削減推進



食事を伴うご宴会利用のお客様への「3010運動」ご案内による食品廃棄量の抑制推進



「地球環境デー(GLOBAL GOALS DAY)」である9月25日(月)に合わせ、“食”にまつわるサスティナブルな取り組みとして、
本来捨てられてしまう食材（麦芽粕、ホエイ）を使用した「サスティナブルスープカレー」を開発、提供



プラスチック製品削減の取組み



プラスチック製の使い捨て客室アメニティやカトラリー類は、環境に配慮した素材へ変更（バイオマス、C-PLA等）



客室や宴会で提供する飲料水容器を、ペットボトルから紙パック製に変更

脱プラスチックに対す
る要望の高まり
→海外エージェントか
らは、ペットボトルを
置いているだけで、宿
泊先に選んでもらえれ
ないとの意見も・・・

G7広島サミットにて
提供されるテーブル
ウォーターに紙パック
容器のミネラルウォー
ターが採用

G7広島サミットに合
わせ、グランヴィア広
島（グループホテル）
において、紙パック容
器のミネラルウォー
ターの提供を開始



循環型社会の構築への貢献



自ホテルのレストランで使用するサラダ油などの廃食用油を原料に製品化された、
カネカ生分解性バイオポリマー 「Green Planet®」製ストローを導入



アフターコロナで不要となったアクリルパーテーションを再生利用し、サスティナブルなオブジェを製造



「ホテルグランヴィア京都」内のレストランで回収したのコーヒー粉をアップサイクルし製造
したオリジナルエコカップを、「ホテルヴィスキオ京都」宿泊者専用ゲストラウンジへ導入



その他
（お客様と一緒に進めていく取り組み）



ホテルの宴会場内で使用する電力を再生可能

エネルギーに置き換え、二酸化炭素（CO2 ）

の排出が実質ゼロになる「 CO2 ゼMICE® 」

オプションを提供。

【CO2 ゼロMICE®】 【CO2ゼロSTAY】

宿泊することで生じた CO2 排出相当量をカー

ボン・オフセットできる専用宿泊プランを販

売。



CO2 ゼロMICE®

CO2ゼロSTAY

3010運動

環境に配慮した
アメニティ類

【宴 会】

TABETE

【宿 泊】

サスティナブルスープカレー

Green Planet® 製ストロー

【移動(電車)】

【到着(駅直結)】



コロナ禍の厳しい環境下においても、私達は粘り強く環境改善活動を
継続してきました。
JR西日本グループの一員として、今後もKES活動やSDGsの推進を通

じた「脱炭素社会」実現に向けた取り組みを推進し、豊かな社会づくり
に貢献していきます。

豊かな社会の実現に向けて
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